
鳥取町自治会長 

誰もが住みよい元気な町に 
今年の四月、鳥取町の自治会長に選出されまし

た笠原良平氏をご紹介いたします。 

笠原氏は「安全で住みよい町づくり」のために、

町内の環境美化、安全対策、道路整備の取り組み

や、夏の納涼祭の実施、防災訓練の実施の継続、そ

して、新たな取り組みとして高齢者の交流や活動

の場を充実していくために「鳥取町老人クラブ」

の結成を本年度内における設立に向けて尽力して

いきたいと話してくれました。 

また、青少年育成推進員として地域における青

少年の健全育成と非行防止活動を 7 年間継続して

活動してきました。そして、中学生の自主学習を

見守る寺子屋のサポーターとして４年間やってこ

られました。その間、自治会の副会長の経験もし

ておられます。子ども達から高齢者までの人々を

見守る笠原氏ですから、元気な鳥取町になると思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笠原 良平さん（かさはら りょうへい） 

昭和２５年９月３０日生まれ。趣味はゴルフ、上

手ではないが３０年のキャリアー。他にスポーツ

観戦。 

文責・鳥取町生涯学習奨励員 加藤 正利 

小坂子町自治会長 

町民は令和の改革に期待 

新聞記者で培った見識と行動力、そして“裏を

取って”物事を前に進めるスタイルです。自治会

活動が活発であるが故に、様々な調整が必要な小

坂子町自治会活動を苦労しつつ前に進めていま

す。 

８月１８日は町のメーンイベント、地蔵尊祭り

でした。暑い中、前日準備・当日・後片付けの３日

間も参加する町民も多く、高齢化の進む中、見直

しが求められていました。今年は、山田さんが「令

和の時代になり必要な見直しを」と、提案。舞台・

会場づくりなどを簡略化。それでも天気にも恵ま

れ、民放のカラオケ全国大会優勝者の歌謡ショー

や恒例の花火打ち上げなどを、町民はじめ近隣の

方が大いに楽しみました。 

山田さんは以前、活動が盛んな町の様子を「小

坂子の底力」と表現しました。底力を持続しつつ、

時代に合った見直し・改革を町民の誰もが期待し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田 守さん（やまだ まもる） 

昭和２３年生まれ、平成２９年小坂子町自治会

副自治会長、今年度から現職。趣味は「多趣味

が趣味」と言います。 

文責・小坂子町生涯学習奨励員 小見 耕一 
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